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パリにて
轟ヨミdきを竺ミ璽畿忌

2003年3月28日(金)
会場:パリ日本文化会館

松島葬/外山道子/吉田隆子/渡鏡子/金井喜久子/タイユフェール

く演奏者〉

奈良ゆみ(ソプラノ)/小林美恵(ヴァイオリン)/花岡千春(ピアノ)

園企画:小林緑 国プレ・レクチャー:辻浩美

-主催:女性と音楽研究フォーラム

ニ今詳細は、「コンサート情報Jp.14へ
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2001年度第5囲例会発表要旨

日時:200 1. 1 2. 1 6 (目)10:00-12:∞ 
会場:中野区劃説幅祉会館

偉大なる弟の名の新こ

フリードリヒ大王(1712・1786/戴冠1740)の姉

ヴィルヘルミーネ・フォン・パイロイト辺境伯夫人

(17ω-17邸)

早椅えりな(1まやさきえりな)

1. サンスーシ宮殿のフ凡戸ト演奏会

19世記ベルリンの画家ア一ドルフ・メンツェルの作

品に、有名なサロン・コンサートの絵がある。ロココ

風の室内、シャンデリアと蝋燭の炎に明るく顔を照ら

されて、宮廷衣装をまとった男性がフルートを吹いて

いる。プロイセンのフリードリヒ大王である。彼の音

楽好きは有名な話。王の右側には、お抱えチェンバロ

奏者フィリップ・エマニュエル・バッハと、宮廷ヴァ

イオリニストのフランツ・ベンダを含む5人のアンサ

ンブ〉レ、さらには、音楽に耳を傾ける宮廷作曲家でフ

Jレート奏者のヨアヒム・クヴァンツカ噛カれている。

そして王のすぐ左手、王の演奏を愛情たっぷりの眼

差しで見守るのが、 f最愛の姉Jヴィルヘノレミーネであ

る。音楽をこよなく愛し、嫁ぎ先のパイロイトで自ら

オペラ上演を監腎し、台本謬嘩や作曲を手がけ、オペ

ラ康腸まで建ててしまう。フランスの哲学者ヴ、オルテ

ールと親交をもつほどに教養があり、女嫌いで名高い

フリードリヒ大王がこの世でただひとり尊敬し愛した

女性である。そのためフリードリヒの伝記にはかなら

ず登場するものの、音楽史も含めて歴史が、彼女自身

について語ることはほとんどなし、。

絵の表題は『サンスーシ宮殿のフルート演奏会』。

1750年 9月、辺境伯夫人となったヴィルヘルミーネ

が弟のサンスーシ宮殿を訪問し、しばし滞在したとき

の様子である。

Z ヴィルヘルミーネの生涯

171ω年 7月 313ヴィルヘfレミーネは、プロイセン

の王フリードリヒ・ヴィルへルム 1世 (1688・1740)

とハノーファ一宮廷出身のゾフィー・ドロテーア
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(1687・1757)の長女として生まれる。彼女の前半生

は、自身が 1740年代に記した『巨問調Jにうかがし、

知ることができる。Ii'@慰録1によれば、 f兵隊王j と

呼ばれた父は芸術や学問に興味を示さず、質素と軍隊

的な規律を尊び、ハプスブルク帝国に傾倒する。これ

に対して母はフランス風の宮廷文化を愛し、イギリス

王室との並縁関係伐親はジョージ1世)からイギリ

スとの関係を深めることに執着してしずらこの両親の

確執に由来する書欄の対立から不信感や陰謀の渦巻く

プロイセンの宮廷で、ヴィルヘノレミーネは政略結婚の

駒に過ぎなかった。そんななかポ佳一、彼女の心の支

えとなったのは音楽であった。音楽を通して彼女は、

王家の後継ぎとしての重圧に耐える3歳年下のフリー

ドリヒと跡畔で結械もる。姉はリュート、弟はフル

ートで精神のバランスを保っていたのであるo

1731年、彼女とパイロイト辺境伯のひとり息子倣

の名もフリードリヒ/1711・1763)との結婚が決まる。

当然のことながら、これ出射台上広駆引きのすえの王

による強引な決定だったが、嫁ぎ先のパイロイトは、

財政、文化ともに貧しい地方の宮廷に過ぎず、ヴィル

ヘルミーネの新婚生活は不請と退屈でスタートする。

転講義治宝訪れるのは 1737年の終わりのことである。

辺境伯が亡くなって政務を担当することになった夫か

ら、彼女はその音灘誌を買材Lて、宮建内で行われ

るオペラ上演の監腎を一任されたのた宮留守の音楽

を彼女l士、自分の思いのまま操ることができるように

なったのである。カストラートを含むイタリア人の歌

手と音楽家を雇い対も、調査を充実させる。弟フリー

ドリヒの宮廷楽長カール・ハインリヒ・グラウン、ド

レスデ、ンの宮廷楽長ヨーハン・アドルフ・ハッセのイ

タリア・オペラを積極拘に取り上げる。素朴なドイツ

語のジングシュピールの上演しかなかったノミイロイト

に、彼女はイタリアの風を吹きこんだのである。さら

に、このころ彼女は本格的に作曲の勉強を始める。宮

廷楽長ヨーハン・プァイファーが彼女の師となり、先

広報会に登場するフランツ・ベンダもパイロイト訪問の

折りには作曲の手ほどきをする。こうして、現在入手

可龍なCDにも収められている一楽章形式;<1)Wチェン

パロ協奏曲』キオペラ『アルゲノーレ』な出溝カれ、

作曲家ヴィノレヘルミーネが誕生するのである。

3. オペラ『アルゲノーレ』

オペラ台本はいくつも残しているが、作曲に関して

は、三幕のオペラ・セリア『アルグノーレ』が彼女の



唯一のオペラである。物語は古代ローマを舞台に、王

アルゲノーレの娘パルミーダの結婚をめぐって展開さ

れる。王の娘に対する結婚の強要、結婚を妨げる陰謀、

娘とその恋人(行方不明の実の兄)の死さらに幾多

の人びとの死、そして幕切れは、計らずも実の息子を

死に追いやった王の自殺。イタリア語の台本こそ、パ

イロトの宮廷歌手ジョヴァンニ・アンドレア・ガレッ

ティの作であるが、物語自備士ヴィルヘノレミーネの手

になる。そのせいれ物語の随斉に彼女自身の人生が

見え隠れする。

そして彼女が全曲作曲した音楽は、各場面それぞれ

アリアとレチタティーヴォ1曲によって構成され、ア

リアは全曲がダ・カーポ・アリアの形式をとっている。

登場人物の心情をうたうこれらのアリア同月々と樹弘

総じて穏材、治Y雄びである。したがって現イ愉な

感覚で聴くと、音楽からは、とてもこれだけの不幸で

陰惨な物語を想像できない。しかし、この控えめな感

情表出こそ、当時流行のギャラントな様式だったので

ある。

『アルゲノーレ』は 1740年、夫の誕生日の祝いに

上演される。現存するプログラムには、祝賀の席には

ふさわしからぬ悲劇であると、台本件蒙ガレッティが

謝罪の辞を掲げている。ちなみに、ヴィルヘ/レミーネ

樹麦筑旧年の 1958年にこの栴誌の再演が計画された

が、内容の悲惨さゆえに、戦争の傷跡いまだ生々しい

ドイツでの上演を取りやめたという経緯がある。した

がって、有臓以来はじめての再演は 1993年、ヴィル

ヘルミーネがその重11立に貢献したニュルンベルク・エ

アランゲン大学の創立250周年においてであった。ま

た2∞1年には、プロイセン王国成立却O年の記針子

事の枠内での上演も行われている。

4 パイロイトのオペラ劇場

パイロイトの旧市簡に、現存するドイツ最古のバロ

ック・オペラ廟腸といわれる「辺境{白のオペラ康腸J

がある。車腸に一歩足を踏み入れると、内部はまさに

ロココ調、金彩をふんだんに使っtd4完封持棋樹2ほど

こされ、 Ij親骨~;Õ~らも豪華続鯛このうえない。これ

が、建設計画の一切をヴイノいルミーネが監腎指揮し

たオペラ車腸である。外観設副主フランス人建築家ジ

ョゼフ・サン・ピエールカ湘当、舞台と康腸納部の設

計を、当代きつてのオペラ舞台設計家ガリ・ピビエー

ナが手掛けた。こけら落としは 1748年、彼女の一人

娘フPードリケの結婚祝賀に際して、ハッセの作品『ア
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ルタセルセ』と『エツィ木』によって行われ止。それ

は、ヴィルヘノレミーネの音楽人生のなかでもっとも華

々功ミな瞬間であった。と同時に、パイロイトにオペラ

の伝統の最初の花が聞いた瞬間でもあった。ヴァーグ

ナ}に先立つことおよそ1印年、その伝統を芙咲かせ

たの怯彼女だったのである。

パイロイトの街を歩くと、いたるところで彼女広趣

向に遭遇する。オペラ廟腸に域舘、商覇・・・。音楽

祭のない手輔、パイロイトはヴァーグナーの街という

より、ヴィルヘノレミーネの街てーある。その彼女はいま、

オペラ庫践をの正面に立つ「城館教会JIこ眠っているG

(券会員・日本女子大朝間勤講師・音楽学)
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2001年度第6回例会発表要旨

日時:2002. 1. 20 (日)9:30"'12:∞ 
会場沖野区勤労樹陰館

サロン サロン音楽ー音楽サロン

玉川裕子(た劫わゅうこ)

2{脱 年1月初日のフォーラム伊陰では、西洋音楽史

の記述にしばしば登場する Iサロン」という言葉と音楽

の関係を情題化し、いくつカ的課題を示した。このテー

マについては、初陰における報告の後、そこでι議論も

参照しながら、論文にまとめたらこの過程で、報告時に

はわからなかったこと、あるいは報告時とは異なった事

実や賠覇こ達したことがらも多々ある。そこで、詳しく

は発表論文を参照していただくこととし、本報告では例

部寺に取り上げた事項を一覧した後、上記論文において

は論じることのできなカミった、サロンと家雇詰年幸福とを

結びつけようとする、 ドイツ市田靖級にみられる言説に

ついて、若干補足しておきたい。

Iサロンにおける音楽実蹟こ関する研究の最大の課題

サロン同3ける音楽実践研究に限らず、サロン草枕一

般に該当することであるが、サロンという場の特質もあ

って、その活動内容は公の文書に残されていないので、

具備均史料が極めて乏しし、多くのサロンは、日記や手

紙同時代人の回悲緑等から断片的に知られているにす

ぎない。個々のサロンの具備拘細部については、雄盛な

史料収集を雑編釣に行ってし、く必要があるだろう。

E サロン概念について

本来的にサロンの中心をなすのは議論、会話である。

文学史で「サロン」といった時、これは歴史民概念であ

るが、定義は難しし、また、音楽史においてのみならず、

文化史においても、広い意味で桂われることが多川

m 1820"'40年頃のサロンの諸相(ベルリンとパリ)

サロンにおける音楽実践について、多少なりともその

具備均制兄を垣間見るために、極めて断肘告ではあるが、
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以下のサロンを取り上げた。

ベルリン:ユリウス・ショッベ値諒)のサロンの様

子を描いた絵、アントン・ラジヴィウ侯爵夫妻、アマー

リア・ベーア(ジャコモ・マイア~'アの母)、ベッテ

ィーネ・フォン・アルニムのサロン。

パリ:イタリアのプリンセス、クリスティナ・ベルジ

ョジョーゾ=トリプルツィオのサロン。

N 分析の読点

上に挙げた、いくつかのサロンにおける音楽実路の

樹校、異なる点に注目してみると、 19世紀における近

千拍句音楽観および音楽実践の成立過程を辿ることができ

るように草われる。報告においては、以下の三つの視点

から検討した。

1)参加型一分離型

サロンにおける音楽実践において、誰カ1演奏し、誰が

聴き手となるのれサロンの参力I渚の誰もが、プロ・ア

マを間わず、ある左きは演奏者となり、あるときは聴き

手となるような全員参力挫で、音楽はいわばコミュエケ

ーションの一手段なのれそれとも、演菊3職業音楽家

梢Tい、サロンの参力緒は聴き手となるような、演奏・

聴取およて防ρロ・アマ分離型で、パブリックな場におけ

る公開コンサートの形態が、個人の島尾に移ったような

形態なのれ

2) ヴィルトゥオーソ的な音楽ーまじめな音楽一

樹Tの甘いお菓子としての音楽

ここではまず、エルンストリヒテンハーンの論文fサ

ロン音巣シューマン蛸tの美的・佐会的問題jをてが

かりに、 fサロン音楽jの概念を歴史的に考察した。き

わめて単純化していえば、サロン音潟ま二種類に分けら

れる。一つは18却年代のパヲのサロンにおける音楽を特

徴づける、ヴィルトゥオ」ソ的な音楽、もう一つは、ア

マチュア向けの、サロンを夢見る人のための、甘いお菓

子としてのサロン音楽で、後者の意味でのサロン音楽と

いう語の使用例は4咋f頓よりみられるようになり、 19

世記後半には、サロン音楽といえば、むしろ後者のタイ

プの音楽を意味するようになっていったiEO

このどちらの意味のサロン音楽も、しばし崎北判にさ

ちされた。それに対抗すべき音楽、およて培楽理解を求

める一部の人々の間で、ベートーヴェンを象徴とする音



楽輸事の新しい方向性が形成されていったように思われ

る。

3)貴族的ー市民的/ 非家庭的一家庭的、あるいは

貴族のサロンから市民の居間へ

家庭音灘王ausmusikという概却まあるが、サロン音楽

と家庭音楽については、同義であるという論者と、異な

っているとみなすこつの見解がみられる。その当否を論

じたり、あるいは、両者を厳密に闘11しようとするより

は、むしろサロン音楽と家庭音楽の回qをつけることの

困難さが生じた歴史的な経緯を探るほうがおそらく生産

的と思われる。サロンはもともとはフランスの貴族のも

のであったが、次第に他のヨーロツ/粉諸都市に受け入

れられ、また市部臓にも広まっていった。その際、と

りわけ、 ドイツ市民階級においては、サロンを家画誕序

福と結びつけようとする指向がみられるように邸コれる。

このように、サロン音楽と家庭音楽が、概鎖告にもまた

実質的にも錯諒していったのは、サロンの主宰者が対空

であること、サロンの聞かれる場が京姓の領域とされて

いた家の中であったこと、会話とともに一場合によ

っては、会話にかわって一音楽の重要性が増したこ

と等が関与していると推測される。しかし、この間題に

関しては、この報舎書を{骨ましている時点においても今

後の課題の一つにとどまっている。ここでは、サロンを

家騨年鞠と結びつけようとするドイツ市周唱級の駒

{割寺闘リされる、という点で非常に興味深い三つの言説

を紹介したい。 iii

E.T.AHoffinam1; r音楽の高き価値に就いての恩

来J(181心、 『カロ風広瑠A'f説副より

「音楽は、家庭の幸福を、あらゆる誤諌された人間の

もっとも崇高な傾向を、心地よい、満足させるような仕

方で促進する。 j

J001 Jacobv: r女性にっし、てJ(1833)、 『ベルリン

の風景およて規制

当時、女性作家珂2台頭したことに対する掛湖の苅庶で、

「ベルリン人は当地の女性や少女に誇りを持っていな

川…・・彼女たちは家臨釣なるものの境界を踏み越えたJ

サロンは、 「われわれ G号制にとっては、詩的世界

であり、仕事の樹崎、家離句なるものによって回復し、

府搬や喜びを見出しうるものである。しかし、君たち汝

f却にとっては、より高貴な領域からより低ル悔執事ハの

5 

寄り道である。君たちはそこで気散じをするが、われわ

れは精神を集中させて、平常心を取り戻すのであるj

W出 elmHe白richvon Riehl; r家族](1853) 

本書で、リールは対生解放を批判し、女性の鱒或を徹

酎切こ家庭に限定している。その苅!船なかで、女性が

作曲することに対しても船科助立場を表明している。

[対生は尽くすことによって、支配すべきであり、自

己を制約することによって、男性を市民甘から救い出すこ

ヒ芯できるのT主i

彼はまた、 「独特で、儀市fっていて、機知に富み、

窮窪から完全に切り離されているわれわれのサロンの集

まりj を、 1α}年前のより家騨告な高貴なサークルと比

較している。この1∞年前のサロンでi士、 「ご婦人方は

暖炉の周りでシルエットを切り抜き、あるいはまたさま

ざまに色を組み合わせて楽しむために色とりどりの絹

糸をより分けていた。男性たちは半円を作って座り、シ

ルエットを切り抜いたり、糸をより分けているご婦人方

のご機嫌をとっていた j

「家庖持集まりによって、人は精神を集中させ、平常

心を取り戻すのである。友人たちの中において、彼はよ

うやく本当に家にいると感じることができる。それに対

して、手陽覆頭句なサロンは、本性をばらばらにしてしま

う。そこでは人はただ警句を発し、警句的なことがらの

中で表面的に時間を過ごすのみである。 J

リールによると、ドイツのサロンι報本的間違いは、

フランスから受容した市諌された担交の集まりjを、

宮廷から市周諸般の集いに、受け対Lる土台が欠けてい

るのに、取り込んだことであるという。

(棚月学園大学・高校教員)

【注・参考文樹

i 玉JlI裕子 fサロンーサロン音楽一音楽サロンj、『桐
月謄園大学研郷謹話第28集、 2002特 k(引府予局

ii Er:蹴;1地 ltel詰llUnl，sa加盟u盆 ;E担急威力!etia艶 '8und
g鵠 Uaha.血話鴎Proi協 wderSc込IUJllaIlI17sh主in:NZ
NovI1飽5.
皿以下の引用仕すべて、 Pe1erGradenwitz， L胎T8turund
λ，fu'8ik in geall伊mKreia.肋阻zSteiner Verlag Stu抗伊rt

1991)による。頓に、 177頁、 95頁、および96真



2001年度第7回例会発表要旨

日時:2002. 2. 23 (土)10:∞...，12:∞ 
会場:小林緑宅

アンリエット・ルニエの生涯と作品

谷戸基岩伸ともと吋'))

今日では、ハーピストといった時、多くの人がまず

思い浮かべるのは女性の奏者ではないだろうか? 確

かにファブリス・ピエール、グザビエ・ド・メストル

品、った優れた男世知奏者もいる。しかし圧醐切こ女

性の奏者が多いように思える。日本で人気のあるハー

ピストを考えてみても、リリー・ラスキーヌ(故人)、

アニー・シャラン、マリエル・ノーノレマン、マリー=

クレール・ジャメ、スーサン・マクドナルド、マリサ・

ロプレス、篠崎史子、吉野直子などなど圧倒的に女性

たちなみに、私が 1998年夏に福井ハープフェステ

イノヤレに参加した時も、グランド・ハープの受講生43

名のうち男性はわす苛斗こ1名だった。 これに対して、

一般に演奏されるハープのレパートリーはというと、

圧鰍告に男性の作曲家の手になるものが多川モーツ

アルト、サン=サーンス、フォーレ、ドピ、ユツシー、

ラヴェルといった有名作曲窮まもちろんのこと、それ

はハーピスト・作曲家に関しても言える。ロベール・

ニコラ・シヤルル・ボクサ、エリアス・パリッシュ=

アルヴアース、アルフオンス・アッセノレマン、マJレセ

ル・トゥルニエ、マノレセル・グランジャニ一、カルロ

ス・サルセド…圧傍酌に男性えそしてタイユフェー

ルの「ハープ・ソナタj を除けば、ハーピストが取り

上げる女性作曲家例下品はほとんどがアンリエット・

ルニエによるものだとしても過言ではないだろう。

では、なぜこのような状況になってしまったのだろ

うカもひとつには女性のハーピストの数が圧倒泊句にな

った 20世紀には作曲と演奏の分業化が進んでしまっー

ており、多くのハーピストたちがもはや自ら作曲をし

なくなったことが挙げられる。一方、 19世記も担臓に

おいてはドレッテ・シャイドラー・シュポア、ソフィ

ア・ジュスティーナ・コリ・ドゥシェックといった優

れた女性ハーピストがいたものの、近代控会の確立と

ともは龍業演奏家としての女性は封除されて行ったよ

うた 19世記においては上澗培級の女性がお稽古事の

一環としてハープを習うのは奨励されたものの、音楽

家という職業に就くことは基材体認められなかった。
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アンリエット・ルニエHem封印 Renie6875ノザ

ヘ-1956パグノの場合には、父親がオペラ歌手でもあり

音楽業界に理癖があり、なおカり家庭が必ずしも裕福

ではなかったため、その卓抜な能力を生かして「ハー

ピストj として働く必嘉納注じた、という伊外的なケ

ースだ、ったと言うことができょう。ルニエ桔名手アル

ブオンス・アッセルマンの実演に 5歳のときに接し、

ハーピストになることを夢見るようになる。そして 8

歳にしてアッセルマンに師事。 10歳で被がハープを教

えていたパリ音調誌に入学し、初年度は二等賞だ、った

ものの、翌年度には一等賞を獲得している。また早く

もロ歳からハーブ秘市としての活動も始めた。その

一方、特例としてパリ音調涜で作曲を掌ぶことを許さ

れ、デュボア、トーマ、マスネらにその搬手の才能を

認められ、作曲家となるよう勧められるものの断って

いる。これは作曲家では家族を養って行くのが難しか

ったこと、そして兄ばかり 4人の家族に育ったルニエ

自身があまり男性と競い合うことを欲しなかったこと

も、その原因とされている。

ルニエはその師を上回るほどの卓抜な演奏能力と、

絶え間なし探究によって名声を確立してゆく。彼女は

18歳の頃には家族を養っていかねばならない立場に

あり、生活のためにはハーピストとして自らを宣伝す

ることが必要だった。それゆえ忙しいレッスンの合聞

を縫ってソリストとして穏動切認識し、さらには自

らの演奏能力を誇示するための作品を書く脱継が生

じた。こうしたルニエの才能に蝋石した師のアッセル

マンは、優秀な生徒を指導することを許さず、お稽古

事としてハープを習うような女生徒を彼女に押しつけ

て行った。しかし彼女の演奏家としての名声が高まる

につれ、パリ音鶏境を卒業してからルニエのもとで勉

強しなおす者まで現れるような状況になってしまう。

そして、こうした弟子の成功をアッセル弓ンは妬み

ルニエに師事したことのある生徒でパリ音粥誌に入学

した者をいじめるようになる。後にアメリカを中心に

活躍するようになる名手、マルセル・グランジャニー

はその最大の被害者だった。

アッセルマンとの関係悪化の影響まそれ以外にも、

様々なところにあらわれた。例えばピエルネの名作fハ

ープと管珪楽のための小協奏曲jは、もともとはアッ

セルマンを独奏者として担繭される予定だった。しか

し、作曲家はその演奏に不安を覚え、彼に弟子の優秀

なハーピストを推薦するよう依頼し丸しかし、そこ

で挙がった名前はノレニエではなく、アダ・サッソリ。

結局ピエノレネは最細切こソリストをルニエに依頼し、



作品は無事に初演されている。また、彼女はアッセル

マンの後任としてパり音鶏誌のハーフ明教授になるこ

とを望んだが、それは拒否さ才k マノレ乞ル・トゥルニ

エが任命されてしまう。

ノレニヱ叫乍品カタログ、を見てみよう。彼女自身はオ

ーケストラのために作曲することを好んでいたようだ

が、結局、その生涯に残したハープと管弦楽のための

佑誌は f協奏勧告識と仁つの安静切品Jの 2

曲だけのようた他の楽器とのアンサンプノ吋名品にし

ても、ヴァイオリンとハープのための「スケルツォ=

ファンタジーJ、ハープとヴァイオリンとチェロのため

の「三重奏曲jがあるだけ。つまり、ルニエの場合に

は教育・演奏活動、家族の世話などで忙しく、自らの

演奏会で使えるようなもの以外の作品を書く時間的な

余裕が無かったのたまた、彼女のオリジナル作品の

貴Ijf骨蔀誌はその前半生に集中している。これは彼女が

第一次世界大戦中に数多くの慈善演奏会に登場し、そ

の時の経験から有名名曲のノ、ープ用編曲が重要である

ことを悟ったことが原因のようたこうした編曲重視

の姿勢は、その後のハーピスト達にも受け継がれてい

く。

ルニエは、20世記前半においてハープという楽器の

大衆化に心を栴、た人物のひとりと言えるだろう。今

日のハープ界の演奏レパートリーを考えてみると、彼

女の*'断は正しかったようにも思える。演奏会では一

人の作曲家を特集したようなものはほとんど無く、総

才曲句な選曲のものがほとんどた CDではカルドン、

す」デ〉レマン、サルセド、 トウルニエ、そしてルニエ

らの佑品協喝を集めたCDも出ているが本当に少数

たさらに言うなら、編曲作品を含まない、ハープの

ために書カ寸もた作品だけによるプログラミングのコン

サートやCDでさえも非常に少ない。そんな訳で、今

回の f知られざる行識を広めるコンサート第1回 レ

ベッカ・クラークとアンリエット・ルニエJを企画し

た理由のひとつは、一晩まるまるではなくコンサート

の半分だけではあっても、一人の作曲家への関心を喚

起するような企画を行うことの意義をハープ界に対し

て示すとし、う意図があった。

私には、ギター界と比較しても、ハープの世界は楽

器としてのアイデンティティに対する意識がいまひと

つ欠けているようじ思えてならない。仏フィガロ綿士、

ルニエを追悼する記事のなかで「彼女はギターにおけ

るセゴピアに匹敵する貢献をハープIこしたJと紹介し

ている。確かに、ハープという楽器の大衆化に貢献し

たという点でこの指摘は的を得たものたしかし、セ
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ゴピアが同時代の作曲家たちに新たなギタ寸何日を委

嘱・初演し、レパートリーの拡充を図って行ったのに

較べ、ルニエのこうした方面での貢献は少ない。その

理由としてはギタリストたちと違ってハーピストたち

にはオ」ケストラのメンノ〈ーとして働く場があり、演

奏会を行う必害対生会主乏しかったこと、頻繁に楽器単独

でコンサート活動を行う同士余りにもハープという楽

器が大衆化していなかったこと、などが挙げられよう。

ノレニエの独奏曲には、文学作品から霊感を得たもの

が多川二つの大作ーポーの短編r胤 f告げ口'U慨

を音楽的に描写した怯茸掛包バラード」、ノレコント・ド・

リ-/同詩 f妖精たちj に基づく f伝説jーに加え、

「小都精たちの踊りJにはウオルター・スコット、 f秋

の木の葉jにはヴィクトル・ユゴーの詩の一節が記さ

れている。とりわけ「玄躍的バラードJは、やはりポ

ーの短編tj裁から霊感を得た作品として有名なカプレ

巧導動エチュード f初日商の仮面J(1叩8柄、ドビ

ュッシーの fアッシャ一家の崩壊J(H胤頃-17年)

と同時期に書かれたものとして注目される。

与陰員・音漂評論家 f知られざる11鳴を広める会j主宰)

-主要作品

く管弦楽とハープ〉

ハープ協奏曲ハ短調

二つの交響切、品

<室内楽>

三重奏曲(ハープ、ヴァイオリン、チェロのための)

スケルツォ=ファンタジ---(ハープとヴァイオリン)

シャルランヌの松(2台のハープもしくはハープとヒ7ノ)

子供の祭り(ノ、ープと語り)

く独奏曲>

伝説(ルコント・ド・リーJレの〈側青たち，)}!こよる)

交響曲切、品(3つのエピソードによる)

玄瑠自句バラード(ポーの((告げ口，心掛}による)

バラード第播

6つの小品(作過1、作品2)

黙想

小妖精たちの踊り

秋のオ切葉

<編曲>

カミつこう、つばめ、美しい調べ(ダカン)、 月光、ト短調ソナタの

アンダンテ、《悲槍}}ソナタのアダージョ(ベートーグェン)、ノ、長

就ノナタ(モーツアルト)、 調子のよし場始屋(へンデル)、 た

め息、愛の夢第語号、コンソレーン3ン第2、3、5番(リスト)、 うぐ

いす(アリャピエフ/リスト編曲)、 前奏曲第:2，6， 11， 20， 23番

Gペヨパン)、 紡ぎ歌、ヴエネツィアの舟歌(メンデルスゾーン)、

タベに、予言の鼠シューマン)…ほ州u<:ッハ(約20齢、 D.

スカルラッテイ、ノ、ィドン、ラモー、クープランなどの編曲。多数

のアンサンヴル用の編曲もあるとのこと。



2002年度第 1回例会発表要旨

日時:2002. 4. 1 3 (土)9:00.....12:00 

会場:中野区勤労福祉会館

意識績介
Beatr i x Borc加rd:Quartettabend be i Bett i ne， i n: 

EI isabeth Schmierer u. a.制g.) : Tone -Farben-

Formen.勘erMus i k und d i e Bi I denden Ko問 te.

laaber 1995， S. 243-255 

玉川 裕子(たまがわゅうこ)

カール・ヨーハン・アルノルト (1829・1916)に、

「ベッティーネのもとにおける四重奏の夕べj

(1854156)という水彩画がある。この絵をめぐって

ベアトリクス・ボルヒャルトが詳細な考察を行って

いるので、ここにその概要を紹介したい。

ベッティーネは、この絵が描かれた当時、ベルリ

ンのティアガルテンの一角にあった家に娘たちと住

み、ヨーロッパ中の芸術家や学者たちにその名を知

られたサロンを開いていた。彼女はプロイセンの政

治的・社会的状況に対して批事同句であり、政治的亡

命者そ批判者を支持し、受け入れていた。上の二人

の娘は王政支持で、このため、ベッティーネの家に

は、民主主義者と貴族主義者のためのこつのサロン

があったという。

このように、ベッティーネの家にはさまざまな政

治的社会的関係が交錯していたが、アルノルトの絵

は、“Inden Zelten Nr.5" (ベッティーネの家の住

所)ではなく、“BeiBettine"と名づけられること

によって、彼女のサロンの政1剖主ではなく、彼女の

体現していた精神的なものが強調されていると、ボ

ルヒャルトはいう。さらにまた、Bett血evonArnun

ではなく、 Bettineとのみ記されることによって、

女性のフルネームが帯びざるをえない市民性、すな

わち誰かの妻であり、誰かの子どもであることから

解放され、特別な「女性のj天才という表象を帯び

ることになったとも、ボルヒヤルトは主張する。こ

の「女性のj 天才とは、F.v.シュレーグルの『ルチ

ンデ'~ (1799)の中で、「子どもであることJと「女

性であることJという要素を融合した f自然なj天
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才として文学的に形象化されていた。ベッティーネ

の兄C.プレンターノは、妹をこの女性の天才の体現

者とみなし、ベッティーネ自身、このイメージを受

け入れ、自らの生の根本原理としていたという。

ボノレヒヤルトによると、アルノノレトの絵には、ベ

ッティーネという名の意味するところを知っている

人には、芸術家としてのベッティーネ・フォン・ア

ルニムに関わるすべてのことがらが描きこまれてい

るという。具体的に描きこまれているのは、演奏中

の弦楽四重奏団、その傍らで演奏に耳を傾けるベッ

ティーネ、幾人かの聴衆、弦楽四重奏団の背後のゲ

ーテ記念碑石膏モデルーこれは、 C.D.ラウフがフ

ランクフノレトのために構想したゲーテ言古念像の対抗

案としてベッティーネが設計したもの一、ポンベイ

赤の壁の上方に飾られた古代ギリシャ・ローマの

神々の胸像である。

ここで演奏しているのがヨーゼフ・ヨアヒム

(1831・1907)を中心とする弦楽四重奏団で、ベート

ーヴェンの弦楽四重奏曲が演奏されていることは、

同時代の人にはすぐわかったと、ボルヒャルトはい

う。ベッティーネが、ベートーヴェン、そしてゲー

テと彼らの生前親しく交際し、二人を熱狂的に崇拝

していたことは、当時周知の事実だった。長女マク

セの回想によれば、音楽をもっとも愛するベッティ

ーネは、弦楽四重奏を聴く際にはサロンに隣接する

f薄暗い自室のドア近くに腰掛けて、広聞の響きに

耳を傾け、 50年程前、彼女がまだベートーヴェンそ

の人と親しく交際していた時代に思いを馳せてい

たj。また、当時、ミッティーネの家をしばしば訪れた

第一ヴァイオリン奏者のヨアヒムも、演奏至難と思

われていたベートーヴェンのヴァイオリン協奏曲を

13歳で演奏し、その後も弦楽四重奏ーとりわけ後

期のーを積極切こ取り上げるなど、ベートーヴェ

ンの名前と深く結びついていた。

ボノレヒヤルトは、この絵の全体の印象を決めてい

るのは、光と影の関係、であるという。光があてられ

ているのは、ゲーテ記念碑モデ、ル、神々の胸像、楽

譜と弓、およて炉、ミッティーネである。チェリスト以

外の奏者およびわずかな聴衆は、薄暗い光の中に沈

んでいる。ゲーテ記念碑モデ、ルに光があてられてい

るのは、ベッティーネのゲーテ(およびシラー)崇

拝の表現である。ボルヒヤルトによれば、ゲーテ記



念像モデ〉レは、「作品j というものを象徴しており、

それは音楽に関しては絶対音楽の象徴としてのベー

トーヴェンにほかならなかった。演奏者たちではな

く、楽譜と弓に光があてられているのも、 f作品jを

強調した表現だろう。このような諾要素の結びつき

によって、この絵においてはまた、文学(ゲーテ)

と美術(胸像と言匙念像)と音楽(ベートーヴェン)の

融合が目指されているともいえる。

光はベッティーネにもあてられているが、ここで

はさらに被女の描かれた位置が注目される。マクセ

の回想によれば、実際のベッティーネは、サロンに

隣接するf薄暗い自室lに一人腰掛けていた。画家が、

ベッティーネを他の聴衆から離れた場所に、あたか

もカルテットの一員であるかのように描いたのは、

彼女をこの場の精神的中心に据え、ゲーテとベート

ーヴェンの名において、同様の精神を持ち合わせた

人が集まる空間の象徴的人物とするためだろうと、

ボルヒャルトはいう。ベッティーネは、肘掛け椅子

に座り、片手であごを支え、自らの中に沈潜し、作

曲家および彼の作品と対話しているようにみえる。

隣室の「薄暗い自室jに一人腰掛けて聴いていた実際

のベッティーネも、 f気をそらされないよう、自分の

姿をみられないようにしてj、f曲に極度に集中し、

ただ作曲家とその音楽とのみ会話j していた。こう

した聴取態度を示したベッティーネを、アルノルト

は、聴衆ではなく、演奏者たちと同等の解釈者と考

え、芸術の神々(ここではゲーテとベートーヴェン)

と聴衆の閣を仲介する者として描いている、とボル

ヒヤノレトはみなしている。

ところで、ベッティーネ自身は、文学や音楽領域

で行った自らの創作を、自律した f芸術作品jでは

なく、人間やテキストとの対話と考えた。音楽領域

についてみれば、絶対音楽としての器楽曲ではなく、

テキストとの対話によって成立する歌曲をもっぱら

とし、まず、拍子や音価を考えずに、単にメロディ

ーのみを記し、それから伴奏を付けたという。この

ような、「自然性jとf歌謡性jに重きをおく創作態

度は、音楽史的にみれば第二次ベルリン歌曲楽派の

理念を引き継いでいるといえる。しかし、ベッティ

ーネにあってはまた、幼いころから自分の中に湧き

出てくる音楽の表現でもあり、かつ、構成すること

の意識的な拒否でもあった。
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創作においてこのような立場をとったベッティー

ネは、しかし、アルノルトの絵では、自らのうちに

抗措しつつ、絶対音楽の象徴としてのベートーヴェ

ンの音楽に聴き入っている。との形象化されたベッ

ティーネにおいては、感情美学と絶対音楽の思念は

決して対立していない。むしろ、 f解釈者」として、

また芸術の「鍛諸」として、生のロマン化、生の

芸術への変容を究極の目的として、美的表現の多様

な可能性を体現しているといえるのではないだろう

か、とボルヒヤルトはいう。ベッティーネは、慣習

的なものを拒絶し、生涯、批判的な挑発者、期笑的

アウトサイダーであることを貰いたが、それは、生

においても、芸術表現においても変わらなかった。

この意味で、 f市民的精神の代表者J(ダールハウ

ス)では決してありえなかった。

むしろ、ベッティーネという形象が体現するのは、

反動的で、分裂と専門分化の時代iこあって、世界の

ポエジー化を目指し、個別の芸術を融合しようとし

た、失われたロマン主義の時代ではなかったかと、

ボルヒヤルトはいう。そして、アルノルトは、ベッ

ティーネとヨアヒムを結びつけることによって、こ

の芸術観を 19世記全体を貫くものとしようとした

のではなし、かとみなしている。

(桐朋学園大学・高校教員)



2002年度第2回例会発表要旨

日時:2002. 5. 1 8 (土)9:∞-12:∞ 
会場:中野区もみじ山文化センターなかのZERO

フランス国営放送の女性作曲家特集をめぐって

小林緑にばやしみどり)

「バロック時代から現代まで9人の女性作曲家と、

ジャズやファドの女性奏者に焦点を当てた『女性の

姿Jが4月26日から3日間、フランス国営放送〔回つ

にて開かれた。全 10回のコンサートは、ほぽ満席

の盛況。うちいくつかは実況もしくは日を改めて放

送された。

欧米では20世記末、女性学の隆盛とともに6飢渇

人以上の女性作曲家の再評価が進んでいるが、フラ

ンスはとりわけ優れた人材を輩出しながら研究は遅

滞気味。 RF音楽部門監督で作曲家のルネ・ケーリ

ングReneKoeringに企画の意図などをたずねたと

ころ、 f何よりも音楽自体の素晴らしさに惹かれた。

しかし女性作品だけを孤立させて紹介するのでなく、

普通のコンサートに当たり前に載せることが大切j

との言葉通り、モンテヴェルデ、ィとパルパラ・スト

ロッツィ、クープランtエリザベート=クロード・

ジャケ=ドラゲール、マスカーニとポリーヌ・ヴィ

アルドという具合に、同時代の男女作曲家を一対に

組み合わせた回も含む卓抜な構成。

古楽・モダン双方の第一線演奏家を配したこのシ

リーズ、必要情報を満載した充実のプログラムまで

何と全てただ! 普段めったに聴けないクララ・シ

ューマンのピアノ協奏曲やルイーズ・ファランクの

九重奏曲などがこの威光ある会場で見事に演奏され

たのに加えて、フェミエズムやジェンダー論とは無

縁の音楽業界トップの男性が女性の作品そのものへ

の共感からこの企画を実現させたことの意義は限り

なく大きい。いずれイギリス後期ロマン派のエセ

ル・スマイスのオペラ擁船略奪者』なども取り上

げる予定というケーリング氏に心からのエールを送

りたい。J
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以上は去る6月2013，朝日新聞夕刊の rAround
the WorldJ欄に掲載された私の記事を若干修正し

たものであるーというより実は、担当記者とのやり

取りの末、私が最終稿として提出したのがそもそも

この文章であったのだが、どうしたわけか、掲載稿

はいくぶんニュアンスの違う言葉づかいと表現にな

っていた。おそらく 650字という狭い枠組みのなか

で、かなり特異なトピックを読者に抵抗なく理解し

てもらうため、記者が配慮した結果であったのだろ

う。しかし都本人としては、精一杯、伝えるべき事、

主張したい事を絞り込んで書き上げたつもり…なの

で、敢えて幻の原稿を再録した。ご了解いただける

ことを前提に、以下、この原稿に盛り込めなかった

コンサートの諸般をご報告する。

ゴールデン・ウィークの休暇を前倒ししてパリを

訪れた。上記の連続コンサート『刻主の姿日郡江es

de femmesJlを聴くためである。しかし意外にも、

これに先駆けて、 2∞2年春、音楽の女性問題には至

って冷淡なフランスで、いくつカ:柱目すべき事態が

起きていた。音楽専門誌の「女性と音楽j特集 (rデ
ィアパソンJl4月号)ら現代音楽の牙城というのみ

ならずフランスのもっとも強力な音楽機関でもある

IRCAMの主催したシンポジウム『音楽表現への女

性のアクセスI.Ja，白色 dωfemm曲ゑ fe却 r回駒n

musicaleJl侶月 8日と 9日)。女性tジェンダーを

主題とした先駆的な学位論文iiの遅まきながらの公

刊 …幸い今回実現できたルネ・ケーリングとのイ

ンタヴューではこれらにも触れてみた。女性作曲家

を含め、知られざる音楽について、思いもかけぬ刺

糊句な情報を多数もたらしてくれたこの会見の詳細

は、また別の機会に改めて記すことにしたい。

セーヌ河を挟んでエッフェル塔と向き合い、背後

にパリ 16区の高級住宅街を従えるユニークな円形

の建物。そのRFコンサートホールには例の特集号

の雑誌が山請みにされ、 f持ち帰り自由」との張り紙。

加えて、音楽専門チャンネルのフランス・ミュジッ

クも、コンサ}トに先立って『クララ・シューマン

と 19世紀の女性音楽家たち』という特集番組を5

日間連続放送 (4月 22日から 26日)。つまり、こ

のように読み物と放送を絡めてコンサートを盛り上

げることが、ケーリングの初手からの構想だったの



たもっとも、記事そのものは女性作曲家のありふ

れた紹介と女性指揮者へのインタヴューなど、さし

て新味のない内容。また放送も、フランスでの企画

というのにクララ・シューマンというドイツ女性を

キー・パーソンに仕立てていることに、解せぬ思い

が残った。

コンサートのなかでは、ケーリングが f女性作曲

家のナンバー・ワンj と評したエイミー・ピーチの

ピアノ五重奏曲が、演奏と作品の質の両面から最も

聴衆にアピールしたようだ。だが私の何よりのねら

い目は.ファランクの九重奏曲。おそらく今回が作曲

者の没後およそ130年を経た自国フランスでの再漬

であったろうが、各奏者の腕の競い合いが途轍もな

い急テンポとなってせわしなく、ファランク特有の

旋律の豊かさをじっくりと味わえなかったのが惜し

し、。この、ピーチとファランクは同一コンサートで

の組み合わせだったが、計 14人の演奏者は全て男

性!女性作品だから女性奏者で、という慣例を逆手

にとった、これもケーリングのしたたかな戦略だっ

たのかもしれない。対照的に女性ばかりが登場した

ファ=一・へンゼルの独唱と合唱による『ファウス

トへの情景』の場合は、 RF専属合唱団の少女たち

の暗譜歌唱がとりわけ印象的だった。一方、実演を

初めて聴いたシューマンのピアノ協奏曲では、改め

て中間楽章におけるチェロとピアノのロマンティッ

クな対話を堪能できたが、親しいフランス人チェリ

ストの感想は、フィナーレの技巧誇示が冗長とのこ

と。彼女はまた、同じコンサートで組み合わされた

ヴィアルドの選曲をめぐり、そのオリジナル歌曲で

なく、ショパンのマズルカ編曲のみが歌われたこと

への不満も口にしていた。こうしたプログラミング

が、有名大作曲家の付録として女性作曲家を位置付

けてしまうジェンダー的無自覚を補強してしまう危

険があるからで、私もこれには同感。ただし、その

批判が女性作曲家を取り上げること自体の否定につ

ながってはなるまい。

女性のみでなく男性と混じり合わせた f普通のj

コンサートを、というケーリングの意図は、まった

く同時代のジャケ=ドラゲールとク}プランを交互

に並べたセッションで最も具併包に示されていた。

しかし、聴衆の多様な好みに応えるべく複数のコン
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サートが同時進行で開催されたため、不本意ながら

聞き逃したものもある。今回はあくまで実蹟にこぎ

つけるのが難しいレパートリー、つまり大規模作品

を優先して聴いた。ちなみに、ストロッツィは臼本

でもすでにめずらしくないし、ジャケ・ドラゲール

のクラヴサン独奏曲なら学生に弾かせてみることも

可能だ。それより私として民体力の限界を感じて

ファドとジャズのセッションを諦めてしまったのが、

なんとも悔やまれる…。

コンサートの合聞にはフランスにおける希少な

音楽ジェンダー論iiiの共著者のひとり、フランソワ

ーズ・エスカルの講演も設定されていたものの、こ

の連続コンサートはそもそもフェミニズムの発想に

よるのではない。加えて、 IRCAMのシンポジウム

の件も、ヴィルコスキの本ivのことも、ケーリング

自身、私から聞くまで全く知らなかった一ことほど

さようにフランスでは女性・音楽・ジェンダーへの

関心は薄く、相互の連関も欠く。こうした状況から、

多少なりともこの固とかかわりをもっ人間は何を目

指すべきなのか? 決定的な解決策などあろうI対三

もないが、私としては、自分にとって快い、心に響

く女性の音楽をともに分かち合う機会を積み重ねて

いくより他にない。幸い来年3月28日、パリ日本

文化会館にて日仏の女性作曲家のコンサートを開催

する交渉が成立したので、まずはこれに向けて最善

を尽くしたいと思っているo

(国立音楽大学教員)

【注・参考文制

i ‘111S1号'mmesetlamusique'， INDiapasoll， N.491， 
Avril忽lO2，p.56・66.
量 Vucosqui，地rcelJe阻 :La. femme dans la musique 
ua弓混加sousJ'a即 ienreg血'e(p.紅is，Les Editions du 
P組曲開'll，笈J(1)
画 E配al，Fr.掴即i舵 etRou錨 eau-Duj;佐世n，Jacqueline : 
Musique et di島wnades sexes( Paris， L'Hぽ ma枕阻，

1999) 
討注量の学位論文のこと。



国際音楽刻鑓盟仏州(抽matio問 1刈ianceforW， 開 閉

in Music)のこと
西阪多恵子(にしざかたえこ)

4奪事事昔、 f19世記のソナタとジェンダーj というテ

ーマであれこれ考えていたときに、私は薦められて

IAWMのメーリングリストに入りました。サジェスチョ

シ求むと書き込むとすぐに、こんなものがあるよと関車

文献などを挙げ幻踏を2件貰い、世界は狭い!と感激

したものです。けれど、当時ワープロしかなかった和土、

その後連日のように入る IAWMメールの大方は読まず

に処分していました。→宇年ようやくパソコンに切り替

えてから、大雑把ながらもメールに目を誼すようになり、

そうこうするうちに IAWMという組織にも興味を覚え

て昨年そのメンバーとなった次第です。

IAWMとは、簡単に言えば、女性の音楽活動を促進し、

広く知らしめることを主な目的とする組織です。本部は

現在インデ、イアナ大学にあり、会員は作曲家、演奏家、

研究者、教育者など四百数十名。他にメーリングリスト

加入者がどの位いるのカわかりませんが、会員だけでも

その所在は北米を中心にヨーロッパ、アジア環太平洋に

わたっています三件のメーリングリストでは、会員の新

作や女性佑品の演奏会f静臣、{何日募集、求人案内から、

音楽論、雇用差謁ザ村T政問題までさまざまな情報キ重論

カ瀧えず交わされており、受賞ニュースなどがあると、

必ず何人かが fおめでとう!J f.ゃったね!Jと応えて盛

り上がる一→rりも熱く、学生から世会的地位の確立し

た音楽家.1iJ閉渚まで、わけ隔てのなし主蹄感で結ばれ、

男悼会員も連なって、広い意味での共同行動CoI1田tive

Actionをめざしている組織なのです。

IAWMの歴史を遡ると、案の定、といいますーか、やは

りその発端は 1970年代の女相擁放運動に行き着くよう

です。それは次の三団体が IAWMの前身であることか

らも察せられましょう(い背山本拠地はアメリカ。数字

は発足年)。国際女性作曲家連盟 ILWI仙 1担m也nal
Lea伊.eofWom.en白 mp<浴ers，1975)、国禁音楽対全会

議ICWMunt.ernationalCongr揃 on恥 meninMl泊。

198えその前身は全国音楽対全会議NationalCongr櫛

on恥 Im.en担 Music， 1980)、アメリカ女性作曲家法人

AWC(American恥 menCompc問!1'SInc. 1976)。このう

ちILWCは、岩i泣者によると、「女性音導きまがプロとし

て主流に入るようになることj を目標のーっとし、会員

は「改革に参与する者としての自動を持寸乍曲家たち

で、あったそうです。また ICWMの設立趣旨には、女性

音楽家やその作品についての情報交換と並んで、教育機

関や瑚守、財団、音楽業界への働きかけが掲げられてお

り、一方AWCの機関紙はフェミニズム研実論文を連載
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するほどで、あったとれILWCとICWMは1990年に合

併し、さらにAWCとの合併によって1995年1月1日、

今日の弘隅目立発足しました。当初の儲かする音楽家

たちのエネルギーは、こうした組織の発展とともに、さ

らなる可制空をはらんで稀勤しつづけているようじ思わ

れま吹戸

ところで IAWMは、その目標の一つに、アメリカ国

外諸団体との遅携及びマイノリティ(非白人)の参加の

増大を挙げています。2∞3年4月にソウルで行われる韓

国女性作曲家協議会主催の音楽祭 f今日の世界の音楽女

性2∞3Jの協賛団体としての参与は、その実践のーっと

いえましょう。それでも、 IAWM成立の経緯や、会員の

大半がアメリカ合衆国民という現状からすすもば当然なが

ら、とりわけメーリングリストでは同国の現況に関わる

話題相司国内向けの情報が圧倒伯切こ多いようです。昨年

9月 11日のテロ事件に対する反応はその典型で、しよう。

怒り、悲しみ、同情を表明する， 数々のメールに、

平lはその一つ一つの内容には共感を覚えつつも、一方で、

9・11以前の中近東では戦争明書殺によってどれほど多

くの命が奪われてきたのだろうか、と思わずにはいられ

ませんでした。もちろんメーリングリストが偏狭なナシ

ョナリズムに染まっているわけではまったくありません。

高Eはイラク陪髄の平希癖決を求めるブッシュ大統領宛

て請願署名の呼びかけも登場しています。(ちなみにこ

れは対生と音楽研究フォーラムのメンバ-1こ準会員の秀

村冠ーさんが転送されたものと同一です。)いずれにせよ、

IAWMIこ連なる者にとっては、音楽に専心して政1台や社

会に無関心ということはあり得ないのでしょう。

私個人の実感としては、いま日本で IAWMの会員で

あることのメリットは、実際的f，cl寄報受識にもまして、

国や立場を越えた f対生j としての見却らぬ者同士の励

まし合い、共感にあるように思われます。遠くにも仲間

がいるという確信は、希望と力を育み、一方て多くの国々

からの参加は IAWMの視野を広民育てていくでしょ

う。私たちは(時ムたちJとは誰かということは問題では

ありますっ扮そうした相互作用的な共同行動によって世

界を少しずつ変えていくことができるのかもしれません

一一望むらくは良い方向L
IAWMの定期刊行物は 2点あり、年 3回発行の

ゐ 国 型lof品'elAJfi1f誌上には、古今の女性作曲家作

品の詔介、コンクールなどの予告ヰ報告、各国の状況報

告、書評、演奏会請手、∞評、会員ニュースなどが掲載

されています。また学術誌 Ubmenand MusIc: A 
ゐ盟百'aiofGen歯・andCuJtureは年1回の発行です。

年塗費 45ドルには、これらの購読も含まれていますか

ら、安すぎるといってもよいかもしれません。

まずは IAWMのウエッブ・サイトへどうぞo

h枕p:j，州市川acu.eduJ鼠wm

(国立音楽大判付属図暫官製蕗)



ニユE-又鵠弘

- 音楽の男女平等教育に向けて

7月初日、ヌエック(国立女性教育会館)で「教

師のための男女平等教育セミナーjが開催されま

した。音楽の部の講師は、村織氏。 CD詞聴を

交えたいつもながらの格調高い熱弁に、参加者一

同引き込まれ、その後は自由間違な意見交換現

場の教師からの「性別で声を分けるのは実情に合

わないj という発言に、イ嚇氏は目からウロコだ

ったとのこと。講師、受講者双方に、実りととも

に今後の課題をもたらした機会であったようです。

-若林暢さん、アメリカの音楽祭にて吉田作品潰奏、

大反響!

「日本の女性作曲家展jでヴァイオリン作過を好

演された若林暢さんは、 7月26日、アメリカのボ

ードイン・ミュージック・フェスティヴアfレ

Bowdoin蜘 sicFestivalにて、吉田睦子の fヴァ

イオリン・ソナタ ニ調j と「お百度詣j をピア

ニスト、ジョン・ルート氏と共演し、大反響を得

たとのことです。単に f良かったj という反応で

はなく、国の事情を超えて戦争の哀しみと痛みを

共有できたことを大変嬉しく，思った、作品の力を

実感したと、若林さんはしみじみ語られました。

楽譜の問い合わせも次々あり、 9月 11日のラジオ

放送の許可も求められたそうです。

.r出光真子さんの訴訟を支援する会J進行中

今年包∞2年)1月、映像作家の出光真子さんが、

出光さんの作品や人格に対して露骨に女性差認可的

な文書をばらまいた人物を相手取って、名誉襲損

を含む訴訟を起こされました。これに関連して標

記の会が発足し、当フォーラムからも数名が参加

しています。この訴訟は、出光さんのみならず、

女性に対する性的な罵晋雑言を拙評・言論のもと

に許容してきた社会を問うものとして、意義が大

きいと思われます。詳細はウエップサイトをご覧

ください。

ht旬:f，加ww

-心はパリヘ...

fパリ日本文化会館jはどういうところ?

フランスと日本の首脳の閣で取り決められた r21

齢己に向けての日仏協力20のプロジェクトjの一

つで、日本のさまざまな文化を紹介する目的で

1997年に創立。エッフェル塔の近く、メトロ 6

号糠 rBir-HakeimJ駅前(というより少し裏手)

にある、ガラス張りの建物。地上6階、地下5階。

Mais岨de1aαu加 毘duJapon a Paris 

101 bis， quai訟m以75740P紅色C吋ex15Frana 

τel: 33(1)44・37-95・∞IFax: 33(1)44・37・95・15

ht旬・/加ww.mcjp.部部.面倒企genh回 I

- 待望のホームページ開設成るか!

このインターネットの時代、当フォーラムでもホ

ームページの開設を…と実現の可能性を探ってい

たところ、明るい光が差じ込んできました!

次回例会(10月5日)にてサンプルを検討する予

忠具体的に決まりましたら、お知らせします。

く編集後記>

左ひじと左ひざの骨折という、とんでもない体験をし

た夏でしたが、「痛みjとf不自由jをほんとうに知る

体験、家族・友人のありがたさを再発見する体験でも

ありましt4， ご，[;配をおかけしましたが、もう大丈夫で、

す。新たな気持ちで頑張ります。皆さん、いろいろと

ありがとうございました。(市川啓子記)
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編集開発行

発行日

女性と音楽研究フォーラム事務局(市川啓子・西阪多恵子)
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